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報 道 各 位 

ＪＸ日鉱日石金属株式会社 

 

2015 年 社長年頭挨拶について 

 

当社社長 大井滋の年頭挨拶の要旨は、次のとおりです。 

 

1． 昨年の成果と本年の展望 

昨年は、当社のみならずＪＸグループにとっても最重要課題の一つであったチリのカセロネス鉱

山において銅精鉱生産がスタートした。標高 4000ｍを超える厳しい自然環境での幾多の苦労を乗り

越え、ここまで漕ぎ着けることができた。 

15 年度は第 2次中期経営計画の最終年度である。厳しい事業環境にあっても、円安の進行、エネ

ルギー代の低下、銅精鉱購入条件の改善、スマートフォン市況の好調継続予想、自動車生産回復に

伴う車載関連部品の市況改善、都市再開発などに伴う廃棄物発生量の増加など好材料も多々ある。

それらを生かし、カセロネス鉱山の操業安定化、加えて製錬、電材加工、環境リサイクル並びにチ

タンの各事業においても一層の高操業の達成と効率化を目指していく。 

 

2． 「銅を中心としたグローバルな資源・素材カンパニー」に向けて 

各事業の強みを生かしながら、収益的にも各事業領域においてもバランスの取れた、世界でも類

を見ない「銅を中心としたグローバルな資源・素材カンパニー」として発展していくため、安全・

防災・環境保全の確保、コンプライアンスやリスク管理の徹底はもとより、グローバルな展開に備

えての人材の確保と育成、技術分野での改善・開発、これらを生かすための仕組みの確立など総合

的なイノベーションにも取り組む。 

 

3． 創業時からの当社ＤＮＡの実践により、大きく発展・飛躍する年に 

種々課題の達成には並々ならぬチャレンジ精神と不撓不屈の心構えが必要であり、当社の日立鉱

山創業時からのＤＮＡの実践と言い換えることもできる。今年の干支である「未」（ひつじ）という

文字は成長途上の植物を表すとも言われており、これから大きく茂り、たくさんの実を付けようと

している当社の様子を正に表している。グループ一丸となって様々な課題を克服し、大きく発展・

飛躍する年としたい。 

以 上 


